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◇陸前高田に“桜の名所”を創り上げるために、取組に賛同した事業者で
“協議会”を組織（R5.10設立、R8.1現在20社参加）
さくらの杜プロジェクト陸前高田協議会

芳 樹 園

陸前高田市
建設業協会

咲かせよう
桜プロジェクト

連携・協力

市⺠
・
市外

参加

「さくらの杜プロジェクト陸前高田」について1

植樹・管理活動
活動資金の寄附

さくらの杜プロジェクト陸前高田協議会／特定非営利活動法人さくらの杜プロジェクト陸前高田
https://www.sakuranomori-rt.org/

東北随一の
桜の名所づくり

土地活用

記憶の風化

人口減少

桜による
回廊づくり
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プロジェクトのめざすところ（趣旨）2

地域課題 手段

市⺠の海離れ

短期通過型観光
桜による

地域の顔づくり

桜による
集いの場づくり

 陸前高田市人口
 24千人（震災前）→17千人（現在）

 非かさ上げ地（市有地）の未活用
 公園（県・市）等の緑の不足

 高田松原と市民との間の物理的、
心理的隔絶

 震災前の風景の消失
 震災前を知らない世代の増加

 来訪者の多くは被災地見学
 祈念公園周辺の短時間利用

震災からの真の復興
持続的な地域づくり

来街者へのもてなしと支援への感謝

市⺠との協業による地域への愛着の醸
成・定住の促進

“桜”による追悼・記憶の継承

期待する効果（アウトカム）

原風景の再生による誇りと愛着の維持

まちなみの景観向上・市街地再生

祈念公園〜市街地の周遊利⽤促進

誘客力の強化、交流人口の拡大



■なぜ「桜」？

■「桜ライン311」と「さくらの杜」の違いは？

■目標本数は？

さくらの杜プロジェクト桜ライン311
持続的な地域づくり（東北随一の桜の名所づくり）津波の記憶の伝承桜植樹の目的
主に津波浸水区域（高田・今泉地区を中心）津波到達ライン（市内全域延⻑170km）植樹の対象地
主に陸前高田市⺠間・陸前高田市等植樹地の地権者
目標：3〜4千本（向こう10年間で完了を目指す）目標：17千本（現在：2千本強）植樹本数
さくらの杜プロジェクト原則として植樹地の地権者樹木の所有者

3,000〜4,700本程度

プロジェクトのめざすところ（桜植樹の考え方）3

東北随一の桜の名所とするために…
＜みちのく三大桜名所＞
・弘前城：約2,600本
・展勝地：公称約1万（うち川沿い400）本
・角館：約400本

追悼・伝承のために…
・県内犠牲者数：約4,700名
・市内犠牲者数：約1,800名

鎮守
追憶
動線
記憶
親近

陸前高田の興隆を見守り、震災を後世に伝える
流された市街地の記憶を留める

川原川や酔仙酒造など、市⺠の記憶を引き継ぐ
新しい市街地での生活に寄り添い、彩る

祈念公園と中心市街地を繋ぎ、回遊性を生む

うち、既存約400本
（主に公園内）

3

川原川を縁どる
（街と祈念公園の回廊）

市街地を縁どる

気仙川を縁どる 桜ライン(津波浸水区域)

桜ライン(津波浸水区域)

奇跡の一本松

旧気仙中学校

タピック45
カモシー

本丸公園

市役所

アバッセ

古川沼

高田海岸・松原

博物館・観光物産協会

ピーカンナッツ

定住促進住宅

オーガニックランド

国営追悼・祈念施設
伝承館・道の駅

中心市街地

復興祈念施設

運動公園

縁
＜第一段階＞ 回廊を創る

＜第二段階＞ 集いの場を創る

＜第三段階＞ 埋めつくす杜
結

桜がつくり出す交流のイメージ

縁

将来イメージ
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内容・備考等活用事業等
参加
者数

植樹
本数

植樹
種別

実施期日
植樹場所

（陸前高田市内）
イベント等名称No.

令和5（2023）年度
・市内小中学校卒業生公募（市長参列）宝くじ寄贈苗49 人46 本苗木2024/03/17(日)市立川原川公園卒業記念・植樹祭1

令和6（2024）年度

・一般公募
国交省

道・絆プロジェクト
39 人28 本苗木2024/11/09(土)

高田松原津波復興祈念公園
（道の駅東側）

さくらの杜・絆植樹祭2

・市内小中学校卒業生公募県NPO支援事業63 人46 本苗木2025/03/29(土)市立高田松原運動公園卒業記念・植樹祭（第２回）3

令和7（2025）年度

・式典形式（市長参列）
キリンビール

晴れ風ACTION
7 人2 本成木2025/11/04(火)

中心市街地
（まちの縁側（市有施設地））

キリン晴れ風植樹4

・一般公募
・震災伝承関連アクティビティと連携して開催

国交省
道・絆プロジェクト

39 人27 本苗木2025/11/09(日)
高田松原津波復興祈念公園

（道の駅西側）
さくらの杜・絆植樹祭（第２回）5

・今泉地区住民を主対象
・市外大学生ボランティアと連携実施

国交省
水辺・絆プロジェクト

50 人30 本苗木2026/03/07(土)今泉地区（非かさ上げ地）さくらの杜・絆植樹会（第３回）6

・式典形式（市長参列）
NTTファイナンス

「はるか」植樹事業
20 人10 本苗木2026/03/08(日)市立川原川公園「はるか」寄贈植樹7

・高校卒業生に対象を拡大県NPO支援事業60 人40 本苗木2026/03/08(日)市立高田松原運動公園卒業記念・植樹祭（第３回）8

・式典形式（市長参列）
企業版ふるさと納税
（プレック研究所）

5 人4 本成木2026/03/19(木)市立高田松原運動公園PREC寄贈植樹9

332 人
227 本苗木

合 計
6 本成木

これまでの活動実績

令和6年以降、令和8年度末までに、延べ300人以上が参加し、230
本以上の桜を植樹する見込みです。

植樹はもっぱら・参加者公募による「植樹会」、寄附者や植樹地の
関係者が参加した「式典形式」いずれかで実施しています。

また、「植樹会」も、参加者にあわせて市内の他事業者が行う震災
伝承や復興に関するアクティビティに参加いただくコラボ企画、学校
教育活動との連携、植樹地に居住されていた住民の参加など、徐々
に企画を充実させています。

■当団体による植樹活動実績（次頁図参照）

5


